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̶̶̶ 「̶田辺街中見て歩き・かまぼこ通り」̶ ̶̶̶

熊野古道への参詣道、中辺路ルートと大辺路ルートの分岐点にある田辺の市街

地には、古くからの町並みがところどころで見られます。

城下町であった名残の上屋敷町、中屋敷町、下屋敷町などの屋敷町に隣接して、

今回取材をした福路町があります。当時は敵から攻撃されにくいように、複雑に道を

つくり迷い込むような袋小路から名前が由来しているといわれています。この町に通

称「かまぼこ通り」と呼ばれている延長200ｍほどのストリートがあります。

この通りの由来は江戸時代にさか

のぼります。当時のお殿様がこの通

りに魚屋の営業を許可したことから、魚屋さんが立ち並んだそうです。そして、その魚の

日持ちを良くするために蒲鉾造りが始まり、やがて蒲鉾店が立ち並ぶようになり、現在に

至ったという事です。そんなことからいつの間にか、『かまぼこ通り』と呼ばれる様になりま

した。現在は７店舗が営業をされています。今回はその中の「たな梅」さんで取材をさせ

ていただきました。

「たな梅」さんは１８６５年創業、現在で５代目だそうです。現在の店舗は木造２階建の

建物ですが、木材の使用にもこだわりがあって、松竹梅の材を使い、敷居には桜を使

っているということです。

初代の代からこの場所に構えているそうです。蒲鉾について、いろいろ聞かせていた

だきました。この地方名産の「なんば焼き」はエソ・グチという魚の肉だけを使い、型材

にすり身を入れて焼き上げていく、手作業がかなりあるそうです。このなんば焼を食され

た方もたくさんいると思いますが、弾力のある食べ心地とあっさりとした味わいが何とも

いえません。たくさんあるかまぼこの中でも最高級品でしょう。平成２０年に水産部門で

天皇杯を受領されています。

取材をさせていただいた前日にはテレビの取材で俳優の辰己琢郎さんが来店された

そうです。

田辺を訪れた際には、ぜひ一度このかまぼこ通りを歩き、南蛮焼きの味に舌鼓を打っ

てみてください。

また、機会があれば『親不孝通り』とい

うストリートも市内にありますのでご紹

介したいと思っています。

尚、写真は一部たな梅さんの資料か

ら掲載させていただきました。

田辺支部　寺岡正和・宮本英士

３月８日（日）粟自治会館で小学生３５名と一緒にお菓子の家を
つくりました。このイベントの目的は、お菓子の家づくりを通じて、
ものづくりの楽しさを体験してもらい、建築士とはどのような職能
を持ち、どのような活動を行っているかを知ってもらうことです。
最初に、大工さ
んから家ができ
るまでにどのよう
な業種が関わっ
ているか、スライ
ドで説明しまし
た。
その後６つの班
に分かれ、仮想の分譲地からくじ引きで敷地を決めました。そ
の敷地状況を踏まえて建築士と相談しながら快適な家を考え
ます。この作業が大事で、街に建つ家がいろんな特長を持って
いることを知ってもらい興味を持ってもらえればという思いから
です。私は初めての参加だったので戸惑いましたが、いろんな
意見をまとめて簡単なスケッチをいくつか書いて、子どもたちに
決めてもらいました。
家の材料はたくさんの種類のお菓子ですが、主にウェハースを
メレンゲで接着して壁をつくっていきます。海老せんべいで屋
根をつくり、ビスケットで窓をつくります。作業は簡単で、私たち
建築士は最初に決めた形になるように大事なポイントだけやり
ました。

基本の形ができあがれば、
そこからは自由なキャンバ
スです。
子どもたちの自由な発想は
驚きでもあり、逆に学ばせて
もらいました。
とってもカラフルな家が６件
完成し、自慢のポイントの発
表会と記念撮影をしまし
た。最後にみんなで美味し
くいただきました。
子どもも大人も楽しめて、と
ても良いイベントになりまし
た。

来年もどこかで開催したいので、興味を持たれた方は声をか
けていただければと思います。

青年委員会 夏目憲作

おかしな家でまちづくり 女性委員会　春の見学会

今回、私達女性委員会
は再生、リノベーションを
キーワードとした活動の
中の一環として、お隣の
泉州地方にある田尻歴
史舘→熊取交流センタ
ー『煉瓦舘』→中家住宅の順で見学会をさせて頂きました。
田尻歴史館（府指定有形文化財）は大正11年大阪合同紡績
を興し、『綿の王』と呼ばれた実業家谷口房蔵の別邸とし建て
られた近代建築のひとつです。
蔵を除いた洋館・和館・離れの茶室と説明を受けながら見学を
させていただきました。
洋館の窓ガラスには草木のステンドグラスが各所にはめ込まれ、

ナラ材の廊下を通っ
て２階建ての和館に
進むと天井には屋
久杉の一枚板、廊

下には肥松と、中庭を眺めながら詳細に至る説明を聞きました。
熊取交流センター『煉瓦舘』（熊取町指定文化財）は昭和初期
に建てられた綿布工場を保存再生した生涯学習をはじめ、幅
広い活動に利用できる施設になっています。
中庭からは土地柄『だんじり』が展示できるよう大きな開口が設
けられ、鉄骨による補強と共に、金属製扉も質感を合わせて改
修されています。
レンガ壁は建設当時のまま活かされ、鋸屋根を再現し加湿器を
照明器具に生かすなど、当時の備品を装飾・オブジェ等にも活
用されています。
隣接に中家住宅（国指定重要文化財）があります。
中家は由緒ある旧家で、主屋に入ると高い天井と広い土間が
迎えてくれます。
ダイドコロが土間に張り出し、開かれたスペースなので公演など
にも利用可能な空間で
す。
唐門（裏門）からは、『煉
瓦舘』の駐車スペースに
出てきます。
アクセスもよく駐車スペー
ス、カフェも有るので今の
季節には良いお勧めの場所でした。
また、中野会長と坂上副会長も参加して頂き、ありがとうございま
した。

女性委員会 吉岡千晶


